
 

                         
 

  

 

 

                  

 
       

 秋 

季 

霊 

祭 
 

 

仕
え
ら
れ
る 

 

彼
岸
花
が
咲
き
出
し
た
、
九
月
二
十
三

日
の
秋
分
の
日
、
加
治
木
教
会
で
は
秋
季

霊
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

午
前
十
時
半
よ
り
、
教
会
長
祭
主
に
て

秋
季
霊
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
神
前
で
奏
上
祭
が
仕
え
ら
れ
、
ご
霊

前
に
転
座
後
は
、
加
治
木
教
会
で
お
道
の

御
用
に
生
涯
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
先
生
方
を

は
じ
め
、
教
徒
・
信
徒
・
縁(

ゆ
か
り)

あ
る

ご
霊
神
の
み
名
を
読
み
上
げ
て
お
呼
び
出

し
上
げ
、
ご
霊
神
様
方
に
お
礼
・
お
慰
め
・

お
称
え
申
し
上
げ
て
、
こ
れ
か
ら
も
親
神

様
の
お
恵
み
を
受
け
ら
れ
て
ひ
と
き
わ
高

い
位
の
ご
霊
神
と
な
ら
れ
、
ご
安
心
さ
れ

家
族
親
族
・
縁
あ
る
人
た
ち
を
守
り
導
く

お
働
き
が
で
き
ら
れ
る
よ
う
、
お
祈
り
申

し
上
げ
る
祭
詞
が
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
霊
前
で
は
、
祭
詞
奏
上
後
、
参
拝
者

全
員
が
順
に
ご
霊
前
に
玉
串
を
奉
奠
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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秋 

季 

霊 

祭 

《
教
話
要
旨
》（
教
会
長
） 

 

教
祖
様
の
ご
理
解
に
、 

「
先
の
世
ま
で
も
持
っ
て
ゆ
か
れ
、
子

孫
ま
で
も
残
る
も
の
は
神
徳
じ
ゃ
。
神
徳

は
、
信
心
す
れ
ば
だ
れ
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
み
て
る
（
尽
き
る
）
と
い
う

こ
と
が
な
い
。」 

と
あ
り
ま
す
。 

信
心
を
さ
れ
た
霊
様
方
は
皆
、
先
の
世

ま
で
も
持
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
、
子
孫

ま
で
も
残
る
神
徳
を
お
積
み
に
な
っ
て
あ

り
ま
す
。 

た
だ
、
そ
こ
に
信
心
の
仕
方
に
よ
り
積

む
こ
と
の
で
き
る
神
徳
の
差
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

よ
り
神
徳
を
積
む
た
め
に
は
、
親
神
様

の
思
し
召
し
に
添
う
信
心
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
、
加
治
木
教
会
で
は
、
矢
野
ク
ラ

様
（
矢
野
政
美

大
人
の
母
堂
）

が
親
教
会
初
代

親
先
生
か
ら

「
親
神
様
の
御

立
場
に
立
っ
た

信
心
」
と
い
う
信
心
の
あ
り
方
を
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

加
治
木
教
会
で
「
改
ま
り
の
内
容
」
と

し
て
唱
え
て
い
ま
す
「
自
己
中
心
の
信
心

か
ら
、
親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心

に
」
と
い
う
よ
う
に
、
信
心
始
め
の
う
ち

は
「
自
己
中
心
」
の
願
い
や
思
い
に
陥
り

や
す
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

〈
こ
ん
な
に
信
心
し
て
い
る
の
に
ど
う

し
て
〉
と
か
〈
信
心
し
て
い
る
の
に
願
う

こ
と
と
反
対
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
〉
と
い

う
こ
と
さ
え
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

親
神
様
に
は
深
い
お
慮(

は
か)

ら
い
が

あ
り
、
将
来
の
た
め
末
々
の
た
め
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。 

親
神
様
の
深
く
広
大
な
、
親
心
・
お
働

き
・
お
恵
み
・
お
慮
ら
い
の
あ
る
こ
と
を

わ
か
ら
せ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
う
し
て
親
神
様
に
ご
信
用
い
た
だ
く

信
心
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
、
よ
り
神
徳

を
積
む
こ
と
が
で
き
る
信
心
と
言
え
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
親
教

会
初
代
親
先
生
は

そ
の
点
を
、
願
い
通

り
に
な
っ
て
も
願

い
通
り
に
な
ら
な

く
て
も
、
親
神
様
に

対
し
て
の
、
信
じ
る
心
・
敬
う
心
・
真
実

の
喜
び
を
奉
る
心
が
薄
れ
な
い
よ
う
、
動

か
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
切
と
教
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

〇 

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
の
「
御
礼
・

お
詫
び
」
の
申
し
上
げ
方
の
ひ
と
つ
の
礼

と
し
て
『
安
武
松
太
郎
師
』
と
い
う
ご
伝

記
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。 

「
今
日
ま
で
い
た
だ
い
て
き
た
お
か
げ
を
、

過
分
な
お
恵
み
と
感
謝
し
て
、
こ
の
よ
う

な
信
心
で
は
相
す
ま
ぬ
と
お
礼
お
わ
び
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
神
様
は
、

大
急
ぎ
で
、
ま
た
お
か
げ
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
る
。 

こ
れ
は
相
す
み
ま
せ
ぬ
と
、
大
急
ぎ
で
、

な
お
お
礼
お
わ
び
の
信
心
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
、
こ
ん
ど
ば
神
様
は
、
自

転
車
で
大
み
か
げ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

る
。 あ

あ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
大
み
か
げ
を
、

ろ
く
ろ
く
信
心
も
で
き
て
い
な
い
の
に
と
、

こ
ん
ど
は
自
転
車
に
乗
っ
た
つ
も
り
で
、

お
礼
と
お
わ
び
の
信
心
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
、
神
様
は
、
こ
ん
ど
は
自
動

車
で
大
み
か
げ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
。 
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あ
あ
、
ま
た
神
様
は
、
信
心
も
で
き
て

い
な
い
自
分
に
、
こ
の
よ
う
な
大
み
か
げ

を
下
さ
れ
た
か
と
、
自
動
車
で
急
ぐ
よ
う

な
気
持
ち
で
、
な
お
お
礼
お
わ
び
の
信
心

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
こ
ん
ど

は
、
飛
行
機
で
大
み
か
げ
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
る
。 

そ
の
よ
う
に
神
様
は
、
い
つ
も
い
つ
も
、

先
に
先
に
と
大
み
か
げ
を
下
さ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

し
か
る
に
、
自
分
は
こ
の
よ
う
に
信
心

し
て
い
る
の
に
、
な
か
な
か
お
か
げ
が
い

た
だ
け
ぬ
と
か
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
つ

ま
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
と
か
い
う
よ
う
な
、

不
足
不
平
の
心
が
出
る
と
、
神
様
は
、
ピ

夕
リ
と
大
み
か
げ
の
芽
を
止
め
て
し
ま
わ

れ
ま
す
。」 

『
安
武
松
太
郎
師
』 

（
二
三
九
～
二
四
〇
ペ
ー
ジ
） 

こ
こ
で
は
、
親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ

て
、
親
神
様
か
ら
頂
く
お
か
げ
を
「
過
分

な
お
恵
み
と
感
謝
し
て
」
ま
た
「
ろ
く
ろ

く
信
心
も
で
き
て
い
な
い
の
に
」
さ
ら
に

「
信
心
も
で
き
て
い
な
い
自
分
に
、
こ
の

よ
う
な
大
み
か
げ
を
」
と
、
親
神
様
に
対

し
て
の
、
謹
み
・
敬
い
・
尊
む
心
か
ら
出

て
く
る
、
感
謝
し
て
へ
り
く
だ
ら
ざ
る
を

得
な
い
ご
態
度
が
う
か
が
え
ま
す
。 

し
か
し
「
自
分
は
こ
の
よ
う
に
信
心
し

て
い
る
の
に
」
と
い
う
慢
心
の
心
が
出
て

く
る
と
、
大
み
か
げ
の
芽
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

そ
う
い
う
「
慢
心
」
と
い
う
こ
と
を
親

教
会
初
代
親
先
生
は
「
わ
れ
よ
し
と
思
う

心
」
と
表
わ
さ
れ
御
歌
に
し
て
、 

 

わ
れ
よ
し
と
思
う
心
を
仇
と
し
て 

戦
い
て
行
け
日
毎
夜
毎
に 

 

わ
れ
よ
し
と
思
う
心
に
あ
ざ
む
か
れ 

ゆ
く
て
の
道
を
あ
や
ま
る
な
ゆ
め 

 と
み
教
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

私
ど
も
は
、
よ
り
多
く
の
「
先
の
世
ま

で
も
持
っ
て
ゆ
か
れ
、
子
孫
ま
で
も
残
る

神
徳
」
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
親

神
様
の
深
く
広
大
な
親
心
・
お
働
き
・
お

恵
み
・
お
慮
ら
い
の
中
に
生
か
さ
れ
て
生

き
て
い
る
こ
と
わ
か
ら
せ
て
い
た
だ
き

「
親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
」
へ

と
、
一
歩
も
二
歩
も
踏
み
込
ん
だ
信
心
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
神
様
の
ご
信
用
を

頂
き
、
よ
り
神
徳
を
積
め
る
よ
う
に
な
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

今
日
は
秋
季
霊
祭
で
あ
り
ま
す
。
私
ど

も
に
よ
り
多
く
の
ご
神
徳
を
遺
す
た
め
に

「
親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た
信
心
」
に

努
め
て
下
さ
れ
た
ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
方

に
シ
ッ
カ
リ
御
礼
申
し
上
げ
て
行
き
ま
し

ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

（
お
わ
り
） 
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 「
東
日
本
大
震
災
十
年
祭
」 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
鑑
賞
会  

 

九
月
五
日(
日)
宮
城
県
仙
台
市
で
、
東
日

本
大
震
災
金
光
教
慰
霊
復
興
祈
願
祭
実
行

委
員
会
が
主
催
し
「
東
日
本
大
震
災
十
年

祭
」
が
仕
え
ら
れ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信

が
さ
れ
る
こ
と
が
全
教
に
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

加
治
木
教
会
で
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ブ

配
信
を
お
広
前
に
お
い
て
テ
レ
ビ
で
鑑
賞

す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
鑑
賞
研
修
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ブ
配
信
を
鑑
賞
す

る
ス
タ
イ
ル
の
研
修
会
は
初
め
て
の
こ
と

で
、
前
も
っ
て
の
参
加
は
あ
ま
り
勧
め
ず
、

ゆ
る
や
か
に
お
知
ら
せ
す
る
程
度
だ
っ
た

の
で
参
加
者
は
ご
く
少
数
で
し
た
。 

遠
く
仙
台
市
の
ラ
イ
ブ
映
像
の
ご
祭
典

を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
、
慰
霊
・
追
悼
の

祈
り
が
伝
わ
り
、
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。 

ご
祭
典
も
講
話
も
、
比
較
的
は
っ
き
り

と
視
聴
で
き
ま
し
た
。 

ご
祭
典
は
、
ビ
デ
オ
映
像
が
ス
イ
ッ
チ

ャ
ー
を
使
っ
て
ア
ッ
プ
や
ワ
イ
ド
で
視
る

こ
と
が
で
き
効
果
が
上
が
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。 

                         

講
話
は
、
前
も
っ
て
の
収
録
で
、
説
明

の
ス
ー
パ
ー(

画
面
文
字)

が
入
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
効
果
的
で
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
日
ま
で
の
十
年

間
を
、
感
動
的
な
朗
読
や
、
お
道
に
よ
る

支
援
活
動
な
ど
の
写
真
ビ
デ
オ
に
よ
り
、

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
内
容
の
追

悼
式
で
し
た
。 

ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ブ
配
信
を

お
広
前
に
お
い
て
テ
レ
ビ
で
鑑
賞
す
る
研

修
会
は
、
臨
場
感
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
に
あ
っ
て
の
、
こ
れ
か
ら
の
研
修
会
の

開
き
方
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
十
分
生
か
せ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 

内
容
の
構
成
の
仕
方
が
大
変

良
か
っ
た
の
は
、
実
行
委
員
会
の

皆
さ
ん
の
前
も
っ
て
の
準
備
や

内
容
検
討
が
綿
密
に
シ
ッ
カ
リ

と
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。 

 ※
「
東
日
本
大
震
災
十
年
祭
」
は
、

今
も
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
で
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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感 

詠 
 

教 

会 

長 
 

 

無
限
な
る
愛
と
力
と
働
き
と 

は
か
り
知
れ
ざ
る
神
慮
の
中
に 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
県
外
行
き
の
憚
ら
れ 

秋
大
祭
へ
収
ま
り
祈
る 

 

地
の
お
徳
背
負
う
が
ご
と
き
微
生
物 

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
生
み
出
す
力 

 

地
中
に
は
多
種
多
様
な
る
微
生
物 

環
境
破
壊
も
な
く
す
地
の
徳 

 

神
様
を
小
さ
く
拝
ん
で
い
は
せ
ぬ
か 

無
限
の
神
の
奇
跡
の
中
に 

 

奇
跡
な
る
惑
星
の
中 

奇
跡
な
る
進
化
を
遂
げ
て
今
を
賜
り 

 

心
澄
み
渡
り
行
く
こ
と
毎
朝
と 

な
ら
ざ
る
わ
れ
を
叱
咤
し
て
ゆ
き 

 

ご
霊
神
様
の
お
立
日 

 

十 

月 
 

 

平
地
セ
イ
之
霊
神 

  

平
成
14･

10･

01 

矢
野
サ
ダ
子
大
刀
自
之
霊
神 

平
成
24･

10･

03 

春
山
陽
子
之
霊
神 

  

昭
和
56･

10･

06 

中
村
正
行
大
人
之
霊
神 

平
成
23･

10･

06 

大
木
千
鶴
子
之
霊
神 

平
成
16･

10･

07 

上
田
喜
四
郎
之
霊
神 

平
成
03･

10･

08 

中
野
綾
子
之
霊
神 

  

平
成
04･

10･

08 
 

瀬
戸
淳
一
之
霊
神 

 
 

平
成
23･

10･

10 

庄
村
徳
二
之
霊
神 

  

平
成
02･

10･

13 
  

前
田
シ
ヅ
之
霊
神 

 
 

平
成
26･

10･

13 

有
薗
敏
雄
之
霊
神 

 
 

平
成
27
・
10･

14 

瀬
戸
秀
雄
之
霊
神 

  

昭
和
50･

10･

14 

荒
木 

恒 

之
霊
神  

 

令
和
01
・
10･

16 
前
田
照
子
之
霊
神 

 
 

大
正
14
・
10･

17 
内
村 
健 

之
霊
神 

  

昭
和
58･

10･

17 

中
野
満
行
之
霊
神 

  

平
成
12･

10･

18 
 

岡
山
健
一
之
霊
神 

 

平
成
29･

10･

21 

春
山
住
晴
之
霊
神 

  

昭
和
47･

10･

19 
 

矢
野
仁
吉
郎
之
霊
神 
昭
和
30･

10･

26 
 

福
元
フ
サ
子
之
霊
神 
平
成
15･

10･

29 

市
来
政
利 

之
霊
神 

 

平
成
30･

10･

30 
 

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・ 

幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お
働
き
あ
っ
て
の 

今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、 

玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を 

申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、 

霊
前
で
の
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。  

あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

９
月 

…
…
…
… 

１
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

５
（
日
）
東
日
本
大
震
災
十
年
祭
Ｕ
チ
ュ
ー
ブ
鑑
賞
会 

９
（
木
）
清
掃
御
用    

10
時 

10
（
金
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

20
（
祝
）
大
重
家
霊
祭 

21
（
火
）
清
掃
御
用    

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

13
時
半 

23
（
祝
）
●
秋
季
霊
祭
10
時
半 

30
（
木
）
清
掃
御
用    

10
時 
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十
月
二
日(

土)

～
三
日(

日) 
御 
本 
部 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

参
拝 

交
通
機
関
～
未 

定 
 

【
一
教
会
三
名
ま
で
の 

宿 

泊 

先
～
光
風
館 

 
 
 
 
 
 

代
表
参
拝
】 

旅 

費  

～
未 

定 

十
一
月
二
十
八
日(

日)
午
前
十
一
時 

加
治
木
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 
奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

前
日
清
掃
御
用 

お
直
会
は
お
持
ち
帰
り
で
す
。 

 

十
一
月
十
五
日
～
二
十
六
日 

御
大
祭
奉
迎 

信
行
期
間 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
五
時
十
五
分 

午
前
十
時 

 

《
記
念
祭
》 

(

予
定) 

十
一
月
三
日(

祝)
 

 

枕
崎
教
会 

十
一
月
二
十
一
日(

日) 

多
良
木
教
会 

十
一
月
二
十
三
日(

祝)  

宮
之
城
教
会 

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１
（
木
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

 

併
せ
て 

 

教
祖
ご
生
誕
祭 

２(

土)

～
３(

日)

御
本
部

生
神 
 

金
光
大
神

御
大
祭
参
拝 

６
（
水
）
中
村
家
霊
祭 

９
（
土
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
日
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併
せ
て 

月
例
霊
祭

10
時
半 

18(

月)

～

19(

火)

甘
木
親
教
会
御
用(

教
会
長) 

21
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
金
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会

13
時
半 

24
（
日
）
人
吉
教
会 

御
大
祭 

11
時 

31
（
日
）
清

掃

御

用    

10
時 

 
※
十
月
十
一
日
（
月
） 

～
十
七
日
（
日
） 

お
広
前
の
床
の
張
替
え
工
事 

を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

畳
か
ら
床
を
張
替
え
、
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
す

る
予
定
で
す
。
大
工
仕
事
な
ど
、
お
手
伝
い
の
で

き
る
方
は
ふ
る
っ
て
御
用
奉
仕
の
お
か
げ
を
頂

い
て
下
さ
い
。 

   

…
… 

11 

月 

…
…
… 

１
（
月
）
月
例
祭(

報
徳) 

８
（
月
）
連
合
会
執
行
部
会(

鹿
児
島

教

会)

10
時
半 

９
（
火
）
清

掃

御

用     

10
時 

10
（
水
）
●
月

例

祭(

生
神
金
光

大

神

様)

 10
時
半 

併
せ
て  

立
教
記
念
祭
・
新
穀
感
謝
祭 

18
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

19 (

金)

●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会
13
時
半 

21
（
日
）
多
良
木
教
会
85
年
記
念
祭 

23
（
祝･

月
）
宮
之
城
教
会
60
年
記
念
祭 

27
（
土
）
御
用
奉
仕 

28
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

30
（
火
）
清

掃

御

用 

 

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
聴
く
こ
と
の 

で
き
る
オ
ス
ス
メ
教
話
・
研
修
会 

 
 

(

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信) 

「
金
光
教
東
日
本
大
震
災
十
年
祭
」 

ご
祭
典
・
朗
読･

ほ
か 

講
話 

岩
崎
道
與
先
生(

教
務
総
長) 

（
二
〇
二
一
年 

九
月
五
日
） 

「
金
光
教
全
国
信
徒
会 

第
三
回
全
国
大
会i

n

四
国
」 

講
話 

岩
崎
道
與
先
生(

教
務
総
長) 

（
二
〇
二
一
年 

七
月
十
八
日
） 

「
金
光
教
世
界
平
和
を
祈
る
集
い
」 

講
話 

川
上
功
績
先
生(

品
川
教
会
長) 

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
八
日
） 


